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10分で学ぶ古文シリーズ 

古典文法速習 
《基本事項の確認》 

五十音・活用形 

係り結びの法則・動詞 

形容詞・形容動詞 

 

 

兵庫県立星陵高等学校 
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１
．
五
十
音 

 
←

説
明
ペ
ー
ジ 

★
五
十
音
図 

  
 
 
 

《
ひ
ら
が
な
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
カ
タ
カ
ナ
》 

 

ダ
行 

ザ
行 

ワ
行 

ヤ
行 

ア
行 

 

だ ざ わ や あ 

ア
段 

ぢ じ   い 

イ
段 

づ ず 

 ゆ う 

ウ
段 

で ぜ   え 

エ
段 

ど ぞ を よ お 

オ
段 

ダ ザ ワ ヤ ア 

ア
段 

ヂ ジ ヰ イ イ 

イ
段 

ヅ ズ ウ ユ ウ 

ウ
段 

デ ゼ ヱ エ エ 

エ
段 

ド ゾ ヲ ヨ オ 

オ
段 
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２
．
活
用
形
・
係
り
結
び
の
法
則 

① 

活
用
形 

 

活
用
形
に
は
、
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
已
然
形
・
命
令
形
が
あ
り
、
活
用
形
は
、
下
に
つ
く

語
に
よ
っ
て
決
ま
る
。 

   

 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
意 

味
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
下
に
つ
く
語
》 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
未
だ 

 

然
ら
ず 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
ま
だ 
そ
う
な
っ
て
い
な
い
形
） 

ず
（
ざ
り
）・
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

用 

レ 
連 

 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
用
言
に
続
く
形
） 

 
 

 
 

 
 

 

用
言
・
て
・
け
り
・
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

終
止 

 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
文
を
終
止
す
る
形
） 

 
 

 
 

 
 

『
。』・
と
・
べ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

体 

レ 

連 

 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
体
言
に
続
く
形
） 

 
 

 
 

 
 

 

体
言
・
に
・
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

已
に 

 
  

 

然
り 

 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
す
で
に 

そ
う
な
っ
て
い
る
形
） 
ど
・
ど
も
・
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

命
令 

 

〔 
 
 
 
 

形
〕（
命
令
す
る
形
） 

 
 

 
 

 
 

 

『
。』（
！
） 
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② 
係
り
結
び
の
法
則 

  
文
は
ふ
つ
う
、
終
止
形
か
、
命
令
形
で
結
ば
れ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
係
助
詞
（
＝
「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」

「
こ
そ
」）
が
文
中
で
用
い
ら
れ
た
場
合
は
文
末
を
特
定
の
活
用
形
で
結
ぶ
。 

 

（
例
） 

 
 
 

終
止
形 

 
 
 
 
 

 
 
 
 ↱

連
体
形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ↱

已
然
形 

１ 

も
の 

を 

捨
つ
。 

 

２ 

も
の 

を 

な
む 

捨
つ
る
。 

 

３ 

も
の 

を 

こ
そ 

捨
つ
れ
。 

              
 

《
意 

 

味
》 

 
 

 
 

 
 

《 

語 

》（
係
り
） 

 

《
文 

末
》（
結
び
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔 
 

  
  

 

〕 

 
 

 

強 
 

意 

（
現
代
語
訳
し
な
い
） 

 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

〕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

〕 

疑 
 

問 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔 
 

  
  

 

〕 

 
 

 

反 
 

語 

（
～
か
、
い
や
～
な
い
） 

 
 

〔 
 

  
  

 
〕 

 

強 
 

意 
 

 
 

〔 
 

 
 

 
 

〕  
 

 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

〕 
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３
．
動
詞 

←

そ
の
１ 

←

そ
の
２ 

  

動
詞
と
は
、
活
用
の
あ
る
自
立
語
（
用
言
の
一
種
）
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、 

 
 
 

・
動
作
を
あ
ら
わ
す 

 
 
 

・
言
い
切
り
の
形
が
「 

ウ
段 

」（
ラ
行
変
格
活
用
は
「
り
」） 

 

① 

活
用 

活
用
と
は
、
後
に
続
く
語
に
よ
っ
て
語
形
変
化
す
る
こ
と
を
言
う
。 

 

（
例
） 

花 

咲
〔 

か 
 

〕
ず 

 
 
→

〔 
 

未
然
形 

 

〕…

「
ず
」
に
続
く
形 

 
 
 
 

花 

咲
〔 

き 
 

〕
た
り 

 
→

〔 
 

連
用
形 

 

〕…

「
た
り
」
に
続
く
形 

 
 
 
 

花 

咲
〔 

く 
 

〕。 
 
 

 
→

〔 
 

終
止
形 

 

〕…

言
い
切
り
（
。）
の
形 

 
 
 
 

花 

咲
〔 

く 
 

〕
時 

 
 
→

〔 
 

連
体
形 

 

〕…

時
（
名
詞
＝
体
言
）
に
続
く
形
。 

 
 
 
 

花 

咲
〔 

け 
 

〕
ど
も 

 
→

〔 
 

已
然
形 

 

〕…

「
ど
も
」
に
続
く
形 

 
 
 
 

花 

咲
〔 

け 
 

〕
！ 

 
 
→

〔 
 

命
令
形 

 

〕…

命
令
す
る
時
の
形 
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② 
活
用
の
種
類…

…

活
用
の
種
類
は
全
部
で
〔 

９ 

〕
種
類 

 

行
く
〔 
カ
行 

 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
  

 
  

 

起
く
〔 

カ
行 

 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
 

 

行 

語
幹 

 命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未       か Ａ 

 用      き 

 Ｉ 

 止    く く 

  Ｕ 

 体 

 

け け 

    Ｅ 

 已        Ｏ 

 命         

起 

語
幹 

 
命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未       Ａ 

 用 き
よ 

   き き Ｉ 

 止  く
れ 

く
る 

く 

  Ｕ 

 体       Ｅ 

 已       Ｏ 

 命         
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捨
つ
〔 

タ
行 

 
 
 
 

活
用
〕 

  
 

  
 
 
 
 
 

見
る
〔 

マ
行 
 
 
 
 

活
用
〕 

 

  

捨 

語
幹 

 命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未        Ａ 

 用        Ｉ 

 止   つ
れ 

つ
る 

つ   Ｕ 

 体 

 て
よ 

   て て Ｅ 

 已        Ｏ 

 命         

〇 

語
幹 

 

命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未       Ａ 

 用 み
よ 

み
れ 

み
る 

み
る 

み み Ｉ 

 止       Ｕ 

 体       Ｅ 

 已       Ｏ 

 命         
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蹴
る
〔 

カ
行 

 
 
 
 

活
用
〕 

 
  

 
 

                 

※
こ
こ
ま
で
が
「
正
格
活
用
」 

以
降
は
「
変
格
活
用
」 

〇 

語
幹 

 命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未        Ａ 

 用        Ｉ 

 止        Ｕ 

 体 

 け
よ 

け
れ 

け
る 

け
る 

け け Ｅ 

 已        Ｏ 

 命         
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来
〔 

 
 
 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
  

 
 
 
 
 

す
〔 

 
 
 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
 

 

 

〇 

語
幹 

 命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未        Ａ 

 用      き 

 Ｉ 

 止   く
れ 

く
る 

く 

  Ｕ 

 体 

       Ｅ 

 已  

こ 
こ
よ 

    こ Ｏ 

 命         

〇 

語
幹 

 

命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未       Ａ 

 用     し 

 Ｉ 

 止  す
れ 

す
る 

す 

  Ｕ 

 体 せ
よ 

    せ Ｅ 

 已       Ｏ 

 命         
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死
ぬ
〔 

 
 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
  

 
  

 
 

 
 

あ
り
〔 

 
 
 
 
 
 

活
用
〕 

 
 

 

 

死 

語
幹 

 命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未       な Ａ 

 用      に 

 Ｉ 

 止   ぬ
れ 

ぬ
る 

ぬ 

  Ｕ 

 体 

 

ね 

     Ｅ 

 已        Ｏ 

 命         

あ 

語
幹 

 

命
令 

已
然 

連
体 

終
止 

連
用 

未
然 

 

 未      ら Ａ 

 用    り り 

 Ｉ 

 止   る 

   Ｕ 

 体 れ れ 

    Ｅ 

 已       Ｏ 

 命         
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③ 
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方 

 

◎
下
一
段
活
用
（
一
語
） 

〔 
 
 
 
 

〕 

 

◎
カ
行
変
格
活
用
（
一
語
）〔 

 
 

〕〔 

○
○
来 

〕（
複
合
語
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎
サ
行
変
格
活
用
（
二
語
）〔 

 
 

〕〔 
 
 
 
 
 

〕〔 

○
○
す 

〕（
複
合
語
） 

 

◎
ナ
行
変
格
活
用
（
二
語
）〔 

 
 
 
 

〕〔 
 
 
 

（
去
ぬ
）〕 

 

◎
ラ
行
変
格
活
用
（
四
語
）〔 

 
 
 
 

〕〔 
 
 
 
 

〕〔 
 
 
 
 

〕〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
み
） 

 

（
す
が
り
） 

◎
上
一
段
活
用
（
十
数
語
） 

カ
行
〔 

 
 
 

〕  

ナ
行
〔 

 
 
 

〕
煮
る 

 

マ
行
〔 

 
 
 

〕
試
み
る 

惟
み
る 

顧
み
る 

鑑
み
る 

 

ハ
行
〔 

 
 
 

〕
は
な
ひ
る 

 

ヤ
行
〔 

 
 
 

〕
鋳
る 

ワ
行
〔 

 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕
率
ゐ
る 

用
ゐ
る 
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◎
そ
の
他
の
動
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
そ
の
語
の
現
代
語
を
考
え
る
。
そ
れ
が
（―

―

ｉ
る
） 

 

動
詞 
＋
「
ず
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
ら
上
二
段
活
用
。（―

―

ｅ
る
）
な
ら
下
二
段
活
用 

 

「―
―

ａ
」
ず
＝
四
段
活
用  

（
例
）
行
か
ず 

 
 

に
な
る
。
他
は
四
段
活
用
。 

 

「―
―

ｉ
」
ず
＝
上
二
段
活
用
（
例
）
起
き
ず 

 

例 

起
く→

起
き
る 

…

（
古
文
で
は
）
上
二
段
活
用 

 

「―
―

ｅ
」
ず
＝
下
二
段
活
用
（
例
）
捨
て
ず 

 
 
 

捨
つ→

捨
て
る 

…

（
古
文
で
は
）
下
二
段
活
用 

  

◎
動
詞
の
応
用 

★
試
験
に
出
る
！ 

難
易
度
の
高
い
動
詞
（
暗
記
し
よ
う
！
） 

 

◎
〔 

 
 

 

〕〔 
 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕 
→
 

そ
れ
ぞ
れ
〔 

四
段 

〕
活
用 

◎
〔 

 
 
 
 
 

（
恨う

ら

む
・
怨う

ら

む
） 

〕 
 
→
 

マ
行
〔 

上
二
段 

〕
活
用 

 

◎
〔 
 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕 
→
 

〔 
 
 

〕
行
上
二
段
活
用 

 

◎
〔 

 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕〔 
 
 
 

〕 
→
 

〔 
 
 

〕
行
下
二
段
活
用 
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◎
〔 

 
 

〕〔 

心
得

こ
こ
ろ
う 

〕 
→
 

〔 
 
 

〕
行
下
二
段
活
用 

 

◎
〔 

 
 

〕〔 
 
 

〕〔 
 
 

〕 
→
 

そ
れ
ぞ
れ
が
〔 

下
二
段 

〕
活
用 

 

【
練
習
問
題
】 

［
問
］
傍
線
部
イ
～
ヲ
の
動
詞
の
活
用
の
行
、
活
用
の
種
類
、 

 

活
用
形
は
何
か
。 

 

・
イ

勤
む
る
さ
ま 

 

・
そ
ね
み
（
＝
嫉
妬
）
を
ロ

お
ひ
、 

 
 

・
ハ

見
る
折
々 

 
 

・
ニ

お
き
て
は
べ
る
。『
源
氏
物
語
』 

・
ホ

忍
ぶ
る
も
苦
し
。『
栄
華
物
語
』 

・
出
だ
し
て
ヘ

求
む
れ
ど
、「
た
ま
へ
（
＝
お
与
え
く
だ
さ
い
）
、
そ

の
数
珠
し
ば
し
。…
…

。
」
と
ト

か
る
と
て
大
夫
殿
の
チ

ゐ
み

さ
せ
給
へ
る
を
、『
枕
草
子
』 

・
こ
と
に
リ

ふ
れ
て
、
粟
田
殿
に
は
ヌ

せ
さ
せ
給
ひ
て
、
夜
の
御

殿
（
＝
天
皇
の
寝
室
）
に
ル

い
ら
せ
給
ひ
て
ヲ

泣
き
ま
ど
ひ
け
む

こ
そ
、
『
大
鏡
』 

 

《
解
答
》 

（
イ
）
マ
行
下
二
段
活
用
・
連
体
形
（
ロ
）
ハ
行
四
段
活
用
・
連
用
形 

（
ハ
）
マ
行
上
一
段
活
用
・
連
体
形
（
ニ
）
カ
行
上
二
段
活
用
・
連
用
形 

（
ホ
）
バ
行
上
二
段
活
用
・
連
体
形
（
ヘ
）
マ
行
下
二
段
活
用
・
已
然
形 

（
ト
）
ラ
行
四
段
活
用
・
終
止
形 

（
チ
）
ワ
行
上
一
段
活
用
・
連
用
形 

（
リ
）
ラ
行
下
二
段
活
用
・
連
用
形
（
ヌ
）
サ
行
変
格
活
用
・
未
然
形 

（
ル
）
ラ
行
四
段
活
用
・
未
然
形 

（
ヲ
）
ハ
行
四
段
活
用
・
連
用
形 
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４
．
形
容
詞
・
形
容
動
詞 

 

★
形
容
詞
と
は
、
活
用
の
あ
る
自
立
語
（
用
言
の
一
種
）
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、 

 
 

・
対
象
の
性
質
や
状
態
、
対
象
へ
の
感
情
を
表
す 

 
 

・
言
い
切
り
の
形
が
「 

し 

」「
じ
」 

 

ⅰ 

遠
し
〔 

 

ク 

活
用 
〕 

ⅱ 

う
れ
し
〔 

 

シ
ク 

活
用 

〕 

 

◎
「
ク
活
用
」
と
「
シ
ク
活
用
」 

の
見
分
け
方 

 

① 

終
止
形
の
と
き 

下
に
「
な
る
」
を
つ
け
て
み
て
・
・
・ 

 ―
―

く、
な
る 

 
→

ク
活
用 

―
―

し
く
、
、
な
る 

→

シ
ク
活
用 

 

・
面
白
く
な
る 

→

ク
活
用 

・
美
し
く
な
る 

→

シ
ク
活
用 

 

② 

終
止
形
以
外
の
と
き 

 

活
用
語
尾
に
「
し
」
が
あ
る
か
？ 

○ →

シ
ク
活
用 

×
 →

ク
活
用 

 

遠 

語
幹 

か
ら 

（
く
） 

未
然
形 

か
り く 

連
用
形 

○ し 

終
止
形 

か
る き 

連
体
形 

○ け
れ 

已
然
形 

か
れ ○ 

命
令
形 

 

う
れ 

語
幹 

し
か
ら 

（
し
く
） 

未
然
形 

し
か
り 

し
く 

連
用
形 

○ し 

終
止
形 

し
か
る 

し
き 

連
体
形 

○ 

し
け
れ 

已
然
形 

し
か
れ 

○ 
命
令
形 
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★
形
容
動
詞
と
は
、
活
用
の
あ
る
自
立
語
（
用
言
の
一
種
）
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は 

 
 

・
対
象
の
性
質
や
状
態
、
対
象
へ
の
感
情
を
表
す 

 
 

・
言
い
切
り
の
形
が
「 

な
り 

」「 

た
り 

」 

 

ⅰ
静
か
な
り
〔 

ナ
リ 

 

活
用 

〕 

 

ⅱ
堂
々
た
り
〔 

タ
リ 

 

活
用 

〕 

 

◎
「
形
容
動
詞
」（
ナ
リ
活
用
）
と 

 

「
体
言
＋
助
動
詞
」
の
見
分
け
方 

 

※
語
幹
の
上
に
「
と
て
も
」
を
加
え

て
・
・
・ 

 

意
味
が
通
じ
る 

→

形
容
動
詞 

通
じ
な
い 

→

体
言
＋
助
動
詞 

  

・（
と
て
も
）
静
か
な
り 

◯ 

 
 
 
→

形
容
動
詞
・
ナ
リ
活
用 

 

・（
と
て
も
）
文
な
り 

 

☓ 

 
 
 
→

体
言
＋
断
定
の
助
動
詞 

静
か 

語
幹 

な
ら 

未
然
形 

な
り に 

連
用
形 

な
り 

終
止
形 

な
る 

連
体
形 

な
れ 

已
然
形 

な
れ 

命
令
形 

堂
々 

語
幹 

た
ら 

未
然
形 

た
り 

と 

連
用
形 

た
り 

終
止
形 

た
る 

連
体
形 

た
れ 

已
然
形 

た
れ 

命
令
形 


